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会
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西
　
沢
　
俊
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今
年
の
年
始
は
た
い
へ
ん
暖
か

く
冬
ら
し
く
な
い
正
月
を
迎
え
ま

し
た
が
、
急
な
寒
波
の
到
来
で
連

日
降
雪
に
見
舞
わ
れ
、　
一
瞬
に
し

て
冬
景
色
に
変
わ
り
ま
し
た
。
最

近
の
気
候
変
動
に
は
驚
か
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
で
も
立
春
が
過
ぎ
よ
う

や
く
春
ら
し
い
日
差
し
も
感
じ
ら

れ
る
今
日
こ
の
頃
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
十
二
月
の
選
挙
に
よ
り
自

治
会
長
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま

し
た
。
も
と
よ
り
そ
の
よ
う
な
大

任
を
お
引
き
受
け
す
る
よ
う
な
資

質
、
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

た
い
へ
ん
困
惑
し
な
が
ら
も
重
責

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

幸
い
副
自
治
会
長
に
塚
田
吉
和
氏
、

会
計
に
中
澤
史
典
氏
、
総
務
部
長

に
羽
田
幸
彦
氏
、
公
民
館
長
に
は

中
沢
伸
吉
氏
と
経
験
豊
か
な
方
々

に
就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
も
優
秀
で
行
動

力
の
あ
る
正
副
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
選

出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

皆
様
の
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら

自
治
会
運
営
に
当
た
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
や
栄
村

の
震
災
か
ら
こ
の
三
月
で
五
年
が

経
ち
ま
す
が
、
現
在
も
な
お
復
興

復
旧
は
遅
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
対

策
は
、
先
が
見
え
ず
気
が
遠
く
な

る
思
い
で
す
。
し
か
し
、
こ
こ
に

き
て
原
発
再
稼
働
の
動
き
が
あ
り

不
安
は
増
す

一
方
で
す
。
ま
た
、

核
実
験
や
ミ
サ
イ
ル
発
射
な
ど
平

気
で
や
っ
て
し
ま
う
国
も
あ
る
の

で
た
い
へ
ん
心
配
で
す
。

今
年
は
リ
オ
の
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク

や
御
柱
祭
な
ど
何
か
と
話
題
の
多

い
年
に
な
り
そ
う
で
す
。
特
に
、

今
年
の
上
田
市
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
真
田
丸
が
ス
タ
ー
ト
し
、
大

い
に
盛
り
上
が

っ
て
い
ま
す
。
ド

ラ
マ
以
外
で
も
上
田
が
取
り
上
げ

ら
れ
、
地
元
の
知
ら
な
か

っ
た
歴

史
に
触
れ
る
機
会
が
あ
る
こ
と
も

事
実
で
す
。
中
之
条
自
治
会
で
は
、

平
成
二
十
四
年
に
上
田
市
の
わ
が

ま
ち
魅
カ
ア
ッ
プ
応
援
事
業
に
応

募
し
、
中
之
条
地
域
の
歴
史
遺
産

を
文
書
化
す
る
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
諸
先
輩
が
集

め
て
こ
ら
れ
た
貴
重
な
史
料
や
記

録
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
こ
の
機

会
に
そ
れ
ら
の
資
料
を
整
理
し
残

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
年

度
は
中
之
条
誌
を
作
成
出
版
す
る

こ
と
が
目
標
で
す
。
縁
あ

っ
て
中

之
条
に
移
り
住
ん
だ
新
し
い
方
々

は
、
古
舟
渡
し
や
陸
軍
の
飛
行
場

が
あ

っ
た
こ
と
を
ご
存
知
な
い
と

思
い
ま
す
。
中
之
条
誌
が
刊
行
さ

れ
た
暁
に
は
、
有
料
に
な
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
是
非
手
に
と

っ
て

い
た
だ
き
、
中
之
条
の
歴
史
に
思

い
を
馳
せ
る
こ
と
で
、
自
治
会
員

の
皆
様
の
絆
を
深
め
る

一
助
に
な

れ
ば
と
願

っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年

も
皆
様
に
と
り
ま
し
て
事
故
や
災

害
の
な
い
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ

う
願

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

の
西
沢
孝
夫
自
治
会
長
は
じ
め
役

員
の
皆
様

一
年
間
た
い
へ
ん
ご
苦

労
様
で
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

退
任
の
ご
挨
拶

た
。
県
で
は
平
成
二
十
五
年
、
ボ

ー
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
、
平
成

二
十
六
年
、
そ
の
結
果
須
川
湖
の

堤
体
に
補
強
工
事
の
必
要
性
が
あ

る
と
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
平
成
二
十
七
年
七
月
四
日
。

「基
盤
整
備
促
進
事
業
須
川
池
耐

震
対
策
実
行
委
員
会
」
を
立
ち
上

げ
、
平
成
二
十
八
年
度
中
の
完
成

に
向
け
事
業
化
が
決
定
致
し
ま
し

た
。
私
も
会
計
担
当
と
し
て
携
わ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
平
成
二
十
七
年
九
月
に
、

東
京
の
業
者
が
東
山
周
辺
に
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
設
置
計
画
が
有
る
と
の

事
で
、
城
下
地
区
九
自
治
会
及
び

川
辺
町
自
治
会
等
が

一
致
団
結
し

て
反
対
運
動
に
取
り
組
む
こ
と
と

な
り
、

「東
山
城
下
メ
ガ
ソ
ー
ラ

ー
設
置
反
対
期
成
同
盟
会
」
が
城

下
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
で
発
足
致

し
ま
し
た
。
土
砂
災
害
警
戒
地
域

に
指
定
さ
れ
、
土
石
流
の
危
険
が

あ
る
た
め
に
本
計
画
が
撤
回
さ
れ

る
ま
で
反
対
運
動
を
継
続
す
る
予

定
で
す
。
今
は
反
対
の
署
名
運
動

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
の
自
治
会
四
役
及
び
協

議
員
の
皆
様
は
優
秀
な
方
が
お
揃

い
で
す
。
自
治
会
発
展
の
た
め
に

ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
区
民
の

皆
様
の
ご
健
康
、
ご
多
幸
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
退
任
の
ご
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度
自
治
会
長

西
　
沢
　
孝
　
夫

暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
と
申
し

ま
す
が
、
よ
う
や
く
寒
さ
も
緩
ん

で
参
り
ま
し
た
。
区
民
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
御
健
勝
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
自
治
会
長
の
大
役
を
仰

せ
つ
か
り
大
変
心
配
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
副
会
長
、
会
計
、
総
務

部
長
、
各
協
議
員
の
皆
様
の
お
力

で

一
年
間
自
治
会
運
営
に
あ
た
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
区
民

の
皆
様
の
ご
協
力
の
お
陰
と
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十

一
日
、

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
て
か
ら

今
年
で
五
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。
災
害
に
関
し
て
、
城

下
地
区
の
課
題
の

一
つ
に
須
川
湖

の
決
壊
に
対
す
る
防
災
対
策
が
あ

り
ま
す
。
城
下
地
区
等
に

一
万
人

以
上
が
定
住
し
て
お
り
、
土
石
流

被
害
が
危
惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

早
期
の
安
全
対
策
を
実
施
す
る
よ

う
市
及
び
県

へ
要
望
を
行
い
ま
し
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平
成
二
十
八
年
度

副
自
治
会
長

塚
　
田
　
士
目
　
和

一
月
十
日

（日
曜
日
）
午
後

一

時
。
中
之
条
公
民
館
大
広
間
に
て

中
之
条
自
治
会
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

ご
参
加
の
皆
様
と
、
委
任
状
含

め
過
半
数
を
越
え
て
総
会
が
成
立

さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
　
中
沢
伸
吉
氏

書
記
　
宮
下
和
彦
氏

小
坂
井
晃
氏

議
事
録
署
名
人

中
村
袈
裟
雄
氏

飯
島
　
誠
氏

自
治
会
長
挨
拶
　
　
西
沢
孝
夫
氏

会
計
報
告
　
会
計
　
真
野
裕
司
氏

公
民
館
会
計
報
生
回
　
藤
井
健

一
氏

墓
地
緑
地
管
理
委
員
会
会
計
報
告

田
中
和
穂
氏

会
計
監
査
報
告
　
　
矢
島
省
吾
氏

冒
頭
、
平
成
二
十
七
年
度
自
治

会
長
西
沢
孝
夫
氏
よ
り
、
昨
年
度

の
自
治
会
活
動
が
、
区
民
の
皆
様

の
ご
協
力
に
よ

っ
て
つ
つ
が
な
く
、

ま
た
活
発
に
執
り
行
わ
れ
た
こ
と

へ
の
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

新
築
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ホ
ー
ル
の
借
入
金
も
、
皆
様
の
ご

協
力
に
よ

っ
て
本
年
度
完
済
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
こ
と
も
重
ね
て
御

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
街
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
も
完
了

し
、
心
臓
救
命
装
置

（Ａ
Ｅ
Ｄ
）

も
公
民
館
に
常
備
さ
れ
、
緊
急
時

の
た
め
の
発
電
機
も
設
置
さ
れ
て
、

よ
り
快
適
な
中
之
条
自
治
会
が

着
々
と
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

こ
れ
か
ら
も
区
民
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
中
之
条
。

そ
れ
は
こ
こ
中
之
条
が
住
み
や

す
い
地
域
で
あ
る
こ
と
が
再
確
認

さ
れ
ま
し
た

）

議
事

一
、　
一
般
会
計
報
告

（案
）

中
澤
史
典
氏

二
、
会
計
監
査
委
員
選
任

桑
原
秀
明
氏
、
中
澤
和
彦
氏

三
、
他

区
民
の
皆
様
か
ら
、
大
広
間
の

老
朽
化
、
高
齢
者
の
増
加
に
よ

っ

て
、
椅
子
を
利
用
出
来
る
畳
か
ら

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
ヘ
の
移
行
の
進
言

中之条自治会四役
が
あ
り
ま
し
た
。

予
算
的
な
事
も
有
り
、
今
後

の

課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り

ま
す
。
議
事
終
了
後
、
恒
例
の
新
年
会

が
、
ご
参
加

の
皆
様
と
和
気
藷

々

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
年
間
ご
尽
力
さ
れ
た
役
員
の

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し

た
。本
年
度
就
任
さ
れ
た
新
役
員
の

皆
様
、　
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願

い

致
し
ま
す
。

皆
様

の
ご
苦
労
に
感
謝
し
、
総

会
報
告
と
致
し
ま
す
。副

自
治
会
長

塚
田
吉
和
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計中
澤
史
典

総
務
部
長

羽
田
幸
彦

市
政
報
告

市
議
会
議
員

小
坂
丼
　
一
一郎

最
大
７３
万
円
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

企
業
誘
致
奨
励
金
は
、
工
場
を

設
置
し
た
場
合
、
３
年
間
固
定
資

産
税
、
都
市
計
画
税
を
補
助
、
従

業
員
を
採
用
し
、
１
年
以
上
勤
務

す
る
と

一
人
当
た
り
５０
万
円

（上

限
５００
万
円
）
を
支
給
す
る
制
度
で

す
。
使

っ
た
経
費
は
セ
ミ
ナ
ー
代

３
万
円

（２
講
座
）
、
宿
泊
費

１
万
円
、
交
通
費
１
万
５
千
円
、

食
事
代
４
５
０
０
円
で
す
。
詳
細

は
、
上
国
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら

「
よ
う
こ
そ
上
田
市
議
会

へ
」

↓

「政
務
活
動
費
」

・
「会
派
視

察
報
告
」
を
見
て
下
さ
い
。

政
務
活
動
費
は
、
正
し
く
使
え

ば
議
員
の
資
質
向
上
と
、
市
民
の

生
活
向
上
に
役
立
て
る
事
が
出
来

る
制
度
で
す
。
兵
庫
県
議
会
は
月

５０
万
円
の
政
務
活
動
費
が
、
４
月

に
３
ヶ
月
分
１５０
万
円
が
支
払
わ
れ

て
い
た
た
め
、
新
人
議
員
の
Ｎ
議

員
は
使
い
道
に
困

っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
た
だ
、
新
人
議
員
が
高
額

な
切
手
や
商
品
券
を
購
入
し
、
金

券
シ
ョ
ッ
プ
で
換
金
す
る
な
ど
と

い
う
ウ
ラ
技
を
知

っ
て
い
た
と
は

考
え
に
く
く
、
誰
か
先
輩
議
員
が

手
ほ
ど
き
を
し
た
の
で
は
と
思

っ

て
い
ま
す
。

こ
の
３
月
で
、
２
期
目
の
折
り

返
し
に
な
り
、
増
々
議
会
の
中
で

の
責
任
が
高
ま
り
ま
す
。
ま
た
、

今
年
か
ら
１８
歳
以
上
の
青
年
に
も

選
挙
権
が
与
え
ら
れ
、
２
月
４
日

に
は
高
校
生
議
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
良
き
見
本
と
な
る
様
、
努
力

致
し
ま
す
。

「政
務
活
動
費
に
つ
い
て
」

昨
年
、
兵
庫
県
の
Ｎ
県
議
会
議

員
の
不
正
使
用
が
話
題
に
な
り
ま

し
た
。
政
務
活
動
費
と
い
う
の
は
、

議
員
に
支
払
わ
れ
る
報
酬
以
外
の

学
習
、
研
修
費
等
の
事
で
す
。

国
会
議
員
は
１００
万
円
、
長
野
県

議
会
は
２９
万
円
、
上
田
市
議
会
は

２
万
円
が
月
々
支
払
わ
れ
ま
す
。

上
田
は
個
人
で
な
く
、
会
派
の
口

座
に
入
金
さ
れ
、
議
会
事
務
局
で

管
理
し
て
い
ま
す
（
使
う
時
は
事

務
局
に
申
し
出
て
、
使

っ
た
ら
領

収
書
と
残
金
を
返
金
し
ま
す
。

使
い
道
は
主
に
、
各
種
政
治
問

題
研
修
会
や
先
進
自
治
体
の
視
察

で
す
。
１
月
に
、
埼
玉
県
行
田
市

の

「定
住
促
進
奨
励
金
」

。
「企

業
誘
致
奨
励
金
」
制
度
の
視
察
と
、

東
京
で
開
か
れ
た
セ
ミ
ナ
ー

「人

口
減
少
時
代
の
地
方
議
員
」
・
「住

民
自
治
の
根
幹
と
し
て
の
議
会
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。
行
日
市
に

転
入
す
る
と
、
住
宅
取
得
費
上
限

４０
万
円
、
市
内
業
者
に
発
注
す
る

と
２０
万
円
、
太
陽
光
設
置
８
万
円
、

高
効
率
給
湯
器
設
置
５
万
円
で
、

Ｐ

「
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生
活
環
境
部
よ
り

部
長
　
桜
丼
　
三
彦

本
年
度
生
活
環
境
部
長
を
仰
せ

つ
か
り
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
頂
き
住
み
良
い
町
づ

く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ゴ
ミ
処
理
の
状
況
で

は
ピ
ー
ク
時
の
平
成
１３
年
度
と
比

べ
て
、
２６
年
度
実
績
で
は

一
万
ト

ン
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
ゴ
ミ
の

分
別
、
出
し
方
に
お
い
て
は
ル
ー

ル
が
ま
だ
十
分
周
知
さ
れ
て
い
な

い
部
分
も
あ
る
よ
う
で
す
。
各
家

庭
か
ら
出
る
量
は
米
が
生
ゴ
ミ
で
、

全
体
の
３５
％
程
度
あ
る
よ
う
で
す

が
、
台
所
か
ら
出
る
ゴ
ミ
の
う
ち

３５
～
４０
％
が
食
べ
残
し
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
％
が
買

っ
て
き
た
ま
ま

の
状
態
で
捨
て
ら
れ
て
い
る
と
い

う
結
果
も
あ
り
ま
す
。
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ゴ
ミ
は

一
日

一
人
あ
た
り

６０
ｇ
ほ
ど
に
な
る
よ
う
で
す
。
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
全
体
の
５１
％
が

焼
却
さ
れ
、
３８
％
が
埋
め
立
て
ら

れ
、
再
利
用
さ
れ
た
の
は
わ
ず
か

Ｈ
％
で
し
た
。
大
切
な
の
は
リ
サ

イ
ク
ル
し
や
す
い
よ
う
に
分
別
す

る
こ
と
で
す
。

土
本
部
よ
り
部
長
　
吉
田
　
正
昭

春
の
陽
気
が
待
ち
遠
し
い
今
日

こ
の
頃
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
？

今
年
も
恒
例
の
春
の
環
境
整
備

を
四
月
二
十
四
日
に
実
施
し
ま
す
。

区
民
全
員
参
加
の
作
業
で
す
の
で

お
忙
し
い
と
は
存
じ
ま
す
が
御
協

力
お
願
い
致
し
ま
す
。
作
業
内
容

は
道
路
の
土
壌
及
び
側
溝
水
路
の

汚
泥
の
除
去
作
業
と
可
燃
物
、
不

燃
ゴ
ミ
等
の
ゴ
ミ
拾
い
が
作
業
内

容
と
思
い
ま
す
。
土
壌

・
汚
泥
に

つ
き
ま
し
て
は
昨
年
と
同
じ
指
定

さ
れ
た
集
積
場
所
に
お
願
い
し
ま

す
。
こ
の
時
に

一
輪
車
が
必
要
に

な
る
と
思
い
ま
す
が
、
お
持
ち
の

方
は
お
貸
し
願
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
不
燃
ゴ
ミ
、
廃
プ
ラ
類
、
可

燃
ゴ
ミ
等
は
各
部
で
必
ず
分
別
し

て
精
穀
所
南
側

へ
搬
入
を
お
願
い

し
ま
す
。
美
し
い
中
之
条
に
皆
様

方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
間
行
事
と
し
て
児
童
公
園
の

草
刈
り
清
掃
等
を
春
と
秋
の
二
回

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

体
調
を
崩
さ
れ
な
い
よ
う
に
、

お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

安
全
部
よ
り

皆
の
力
で
安
心

・
安
全
な
街
作
り
を

部
長
　
三
塚
　
　
清

中
之
条
に
引

っ
越
し
て
か
ら
二

十
数
年
間
、
こ
れ
と
い
つ
た
町
内

の
役
も
や
ら
ず
に
来
ま
し
た
。
今

年
、
副
だ
か
ら
と
い
う
軽
い
気
持

ち
で
引
き
受
け
た
も
の
の
、
安
全

部
長
も
兼
任
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
事
実
を
知
り
、
正
直
、
後
悔
と

大
き
な
不
安
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
会
組
織
も
理
解
し
て
お
ら

ず
、
ま
し
て
や
安
全
部
の
仕
事
も

全
く
分
ら
ず
参
加
し
た
会
議
で
は

諸
先
輩
方
か
ら
の
温
か
い
助
言
や

励
ま
し
の
言
葉
に
よ
り
、
次
第
に

気
持
ち
も
和
ら
い
で
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
部
員
の
半
数
の
方
々
が

昨
年
の
経
験
者
で
い
ら

っ
し
ゃ
る

の
も
心
強
く
思
い
ま
し
た
。
皆
さ

ん
仕
事
や
家
庭
が
あ
り
ま
す
が
、

皆
で
助
け
合
い
協
力
し
な
が
ら
や

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
社
会
は
、
個
々
で
全
体
が
、

そ
の
全
体
を
ま
と
め
る
方
々
の
苦

労
で
形
成
さ
れ
て
い
る
事
も
知
り

ま
し
た
。
私
も
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、　
一
生
懸
命
取
り
組
み
、
よ

り
安
全
で
安
心
な
街
作
り
に
貢
献

で
き
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

防
犯
部
よ
り
部
長
　
一
之
瀬
貴
文

平
成
二
十
八
年
度
防
犯
部
長
と

い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た

一
之
瀬
と
申
し
ま
す
。
各
ブ
ロ
ッ

ク
で
選
出
さ
れ
た
防
犯
指
導
委
員

様
と
と
も
に

一
年
間
防
犯
活
動
に

取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
昨
年
同
様
、
区
民
の
皆
様

の
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

「年
間
行
事
予
定
」

四
月
、
春
の
地
域
安
全
運
動

五
月
か
ら
六
月
、

上
田
駅
前
パ
ト
ロ
ー
ル

六
月
、
防
犯
指
導
研
修
会

七
月
、
夏
の
地
域
安
全
運
動

八
月
、
南
小

・
四
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

パ
ト
ロ
ー
ル

十
月
、
全
国
地
域
安
全
運
動

十
二
月
、
歳
末
防
犯
運
動

四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
月
二
回

防
犯
指
導
委
員
で
地
区
内
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

こ
の

一
年
が
、
中
之
条
に
お
き

ま
し
て
安
心
、
安
全
に
過
ご
せ
ま

す
よ
う
、
防
犯
部
会

一
同
、　
一
年

間
努
め
て
参
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

今
年
も
冬

の
季
節
が
終
わ
り

段
々
と
暖
か
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
長
野
の
春
先
は
ま
だ
ま
だ

朝
や
夜
は
冷
え
込
む
た
め
、
暖
房

器
具
等
を
ご
使
用
し
て
い
る
ご
家

庭
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
消
防
団
で
は
火
災
発
生

数
の
多

い
冬
の
時
期
同
様
に
、
予

防
広
報
活
動
等
の
強
化
を
し
て
住

民
の
皆
様
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
に
消
防
団
員

一
丸
と
な
り

活
動
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
消

防
団
で
は
こ
の
よ
う
な
活
動
以
外

に
も
、
各
自
治
会
で
の
お
祭
り
等

の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
協

力
を
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
第
六
分
団
で
は
中
澤
班

長
以
下
三
名
に
て
中
之
条
自
治
会

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
何
か
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
お
声
が
け
く

だ
さ
い
。

最
後
に
消
防
団
第
六
分
団
よ
り

中
之
条
自
治
会
に
お
住
ま
い
の
皆

様

ヘ第
六
分
団
の
活
動
に
対
し
ま
し

て
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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農
業
協
議
会
よ
り

会
長
　
中
澤
　
照
夫

本
年
度
の
農
業
協
議
会
長
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
柳
堂
部

（第
五
ブ

ロ
ッ
ク
）
の
中
澤
照
夫
で
す
。

本
年

一
年
区
民
の
皆
様
に
は
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
に
入
り
、
暖
冬
予
想
に
反

し
厳
し
い
寒
さ
が
続
き
ま
し
た
が
、

三
月
と
な
り
日
ご
と
春
め
い
て
ま

い
り
ま
し
た
。

農
作
業
も
始
ま
り
、
土
に
触
れ

る
喜
び
を
感
じ
る
日
々
と
も
な
り

ま
し
た
。

我
家
の
農
作
業
は
、
僅
か
な
野

菜
作
り
と
畑
の
草
取
り
が
主
で
す

が
、
こ
れ
に
よ
り
爽
や
か
な
気
持

ち
、
元
気
回
復
に
繋
が
り
ま
す
。

本
年
も
農
業
と
関
わ
る
生
活
を

通
し
て
、
元
気
に
過
ご
せ
れ
ば
と

願
う
も
の
で
す
。

い
よ
い
よ
農
業
協
議
会
の
活
動

も
始
ま
り
ま
す
が
、
農
事
関
係
の

役
職
に
就
く
の
が
初
め
て
で
あ
り
、

職
責
が
務
ま
る
か
不
安
な
気
持
ち

で
お
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
各
部
か
ら
選
出
さ
れ

ま
し
た
役
員
の
お
力
を
お
借
り
し
、

余
り
力
ま
ず
に
取
り
組
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
区
民
の
皆
様
の
御
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

営
農
推
進
委
員
会
よ
り

委
員
長
　
武
石
　

一
幸

農
業
に
つ
い
て
無
知
な
私
が

一

年
間
務
ま
る
か
不
安
で
す
が
、
皆

様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
何
と
か
こ
な
し
て
い
き
た
い

と
思

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
も
農
家
の
大
半
は
高

齢
者
。
新
た
な
担
い
手
も
な
く
、

農
地
の
宅
地
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

住
宅
は
広
が
る

一
方
。
風
景
も
随

分
変
わ
り
ま
し
た
。

さ
て
、
日
本
の
農
産
物
は
品
質

の
良
さ
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
ｃ
日

本
の
ブ
ラ
ン
ド
米
や
野
菜
、
高
級

な
果
物
や
花
な
ど
が
、
中
国
の
富

裕
層
に
よ
く
売
れ
て
い
る
と
い
う

の
は
有
名
な
話
。
そ
れ
だ
け
、
日

本
の
農
産
物
は
新
鮮
で
安
全
な
の

で
す
。
消
費
者
が
野
菜
や
果
物
を
買
う

時
に
、

「
こ
の
地
域
の
農
家
が
作

っ
た
」
を
理
由
に
選
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

農
家
と
農
協
が
協
力
し
て
担

っ
て

い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
組
織
も
何
か
し
ら
の
変
革
が

必
要
に
な
る
の
は
間
違
い
な
い
と

思

っ
て
い
ま
す
。

中り

こ
の
度
、
精

穀
所

の
組
合
長

を
お
引
き
二
又
け

す
る
こ
と

に
な

り
ま
し
た
。
私

は
、
家
庭
菜
園

程
度

の
野
菜
と
米
作
り
は
、
ほ
と

ん
ど
人
頼
み
で
行

っ
て
い
る
状
況

で
す

の
で
恥
ず
か
し

い
限
り

で
す

が
、
お
引
き
受
け
し
た
以
上
、
他

の
委
員
さ
ん
た
ち
と
力
を
合
わ
せ

て
務
め
て
ま

い
り
ま
す
。

精
穀
所

の
稼
働
実
績

の
推
移
を

み
ま
す
と
、
利
用
者

の
減
少
と
共

に
、
年

々
加
入
料
収
入
も
下
降

の

一
途
を
辿

っ
て
い
ま
す
。

新
年

の
定
期
総
会

で
も
申
し
上

げ
ま
し
た
が
、
こ
こ
数
年
特
別
会

計
か
ら

の
繰
入
れ
に
よ
り
、
何
と

か
収
支
が
保
た
れ
て
い
る
状
況

に

あ
り
ま
す
Э
精
穀
所

の
利
用
率
を

高
め
、
伝
続
あ

る
中
之
条
精
穀
所

を
、
少
し
で
も
長
く
存
続

で
き
ま

す
様
、
組
合
員
皆
様

の
御
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す

総
会

に
お

い
て
、
こ
れ
か
ら

の

精
穀
所

の
運
営

に

つ
い
て
、
審
議

委
員
会
を
開

い
て
ほ
し

い
と

の
ご

要
望
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
日
程

を
調
整
し
、
会
議

の
場
を
持
ち
た

い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

最
後

に
稼
働
日
で
す
が
、
例
年

通
り

二
月
か
ら
八
月
は
第

二
第

四

土
曜
日
の
午
前
中
、
繁
忙
期

の
九

月
か
ら
十
月
に
か
け

て
は
、
予
約

の
状
況
を
み
な
が
ら
稼
働
日
を
決

定
し
て
ま

い
り
ま
す
。
組
合
員
皆

様

の
ご
利
用
を
よ
ろ
し
く
お
願

い

い
た
し
ま
す
。

山
林
組
合
総

山
林
組
合
長

会
報
告

田
中
　
忠
男

二

一

一　

↑
ヽ

三
ゴ！
ノ

年
度
山
林

組
合
第
四

十
六
回
定

期
総
会
が
、

一
月
十
七

日
十
四
時
よ
り
十
五
時
ま
で
公
民

館
で
組
合
員
三
十
七
名
の
出
席
の

下
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

事
績
報
告
の
主
要
事
項
と
し
て

大
沢
山

・
硯
沢
山
の
松
茸
山
の
権

利
期
間
に
つ
い
て
、
従
来
二
年
間

で
有

っ
た
の
が
、
松
く
い
虫
被
害

に
よ
り
年
々
発
生
個
所
が
減
少
し

て
い
る
の
で
、　
一
年
間
と
し
た
事
、

紅
平
山
に
つ
い
て
は
、
上
田
市
と

日
高
精
機
株
式
会
社
と
の
間
で
、

「森
林
の
里
親
促
進
事
業
」

（期

間

ｏ
平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
六

日
ヽ
平
成
三
十
二
年
三
月
二
十
五

日
ま
で
の
五
年
間

・
双
方
協
議
の

上
更
新
可
）
の
協
定
締
結
が
な
さ

れ
、
紅
平
山
分
収
林
外
三
林
、
面

積
約
二
百
九
十
ｈａ
を
里
親
で
あ
る

日
高
精
機
が
間
伐
、
松
く
い
虫
被

害
対
策
等
に
資
金
を
拠
出
す
る
と

共
に
、
森
林
整
備

へ
の
参
加
及
び

里
子
で
あ
る
上
田
市
と
の
積
極
的

な
交
流
を
図
る
事
を
目
的
に
協
定

が
な
さ
れ
た
事
等
を
報
告
後
、
総

収
入
百
二
十
四
万
六
千
二
百
五
十

三
円
、
総
支
出
二
十
万

一
千
三
百

六
円
、
差
引
残
高
百
四
万
四
千
九

百
四
十
七
円
の
会
計
報
告
が
あ
り
、

続
い
て
監
査
報
告
が
な
さ
れ
、
質

疑
応
答
に
入

っ
た
が
、
特
段
意
見

も
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

続
い
て
議
長
選
出
、
書
記

◆
議

事
録
署
名
人
を
議
長
が
指
名
後
、

議
事
に
入
り
、
二
十
八
年
度
山
林

作
業
は
無
い
事
、
山
林
作
業
手
当

に
つ
い
て
は
従
前
通
り
と
す
る
事
、

退
会
申
出
者
が
四
名
あ
り
、
退
会

慰
労
金
を
従
前
通
り
三
千
円
お
支

払
い
す
る
事
、
組
合
費
に
つ
い
て

も
従
前
通
り
千
五
百
円
と
す
る
事
、

紅
平
山
分
収
林
で
、
昭
和
三
十

一

年
契
約
個
所
、
面
積
三
十
五

・
三

六
ｈａ
が
本
年
四
月
三
十
日
で
契
約

期
間
満
了
と
な
る
の
で
十
年
間
延

長
し
た
い
事
等
に
つ
い
て

一
括
提

案
し
、
質
疑
応
答
に
入

っ
た
が
意

見
も
な
く
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
田
中
利
典
会
計
よ
り
百

二
十
三
万
円
余
の
予
算
案
が
提
案

さ
れ
、
質
疑
応
答
に
入

っ
た
が
意

見
も
な
く
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
生
島
足
島
神
社
の
御

柱

祭

が

四

月

十
七
日
に
行
わ

れ
る
事
、
第
六

十
七
回
全
国
植

樹
祭
が
六
月
五

日
に
実
施
さ
れ

る
事
、
大
沢
山

林
道
入
ロ
ゲ
ー

ト
が
施
錠
さ
れ

入
山
不
可
で
あ

る
事
等
を
報
告

し
て
、
総
会
を

終
了
し
ま
し
た
。

在

数

駐

所

片

菫
不
２

事

“
。
０‐

数

２

世冒世数班△〓
ム
凋
自条之中度年８２成平

有3 第4
12 12 20 10 26 13 19 22 134

100 140 103 85 140 130 135 140 973

11 10 41

轟
停
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平
成
二
十
八
度

役

員

紹

介
（敬
称
略
）

四

役
自
治
会
長
　
　
　
西
沢
　
俊
郎

副
自
治
会
長
　
　
塚
田
　
吉
和

会
　
計
　
　
　
　
中
澤
　
史
典

総
務
部
長
　
　
　
羽
田
　
幸
彦

協
議
員
　
ブ
ロ
ツ
ク
長

第
　
一　
　
　
　
一呂
下
　
和
彦

第
　
一
一　
　
　
　
小
坂
井
　
晃

第
　
一三
　
　
　
　
中
村
袈
裟
雄

第
　
四
　
　
　
　
長
谷
部
孝
章

第
　
五
　
　
　
　
宮
島
　
一
弘

第
　
ニハ
　
　
　
　
有
賀
　
則
行

第
　
七
　
　
　
　
飯
島
　
　
誠

第
　
八
　
　
　
　
荒
井
　
正
雄

協
議
員
　
副
ブ
ロ
ツ
ク
長

第
　
一　
　
　
　
一二
塚
　
　
清

第
　
一
一　
　
　
　
桜
井
　
三
彦

第
　
〓
一　
　
　
　
吉
田
　
正
昭

第
　
四
　
　
　
　
長
坂
　
一
夫

第
　
五
　
　
　
　
一
之
瀬
貴
文

第
　
ニハ
　
　
　
　
金
井
　
桂
司

第
　
七
　
　
　
　
田
中
　
和
好

第
　
八
　
　
　
　
村
橋
　
一
男

特
別
協
議
員

公
民
館
長
　
　
　
中
沢
　
伸
吉

市
議
会
議
員
　
　
小
坂
井
二
郎

生
活
環
境
部

第 第 部

二 一 長

荒 藤 桜
井 巻 井

敏 三
勝 浩 彦

第 第 第 第 第 第

八 七 六 五 四 三

部
　
長

第

　

一

第
　
二

第
　
三

第
　
四

第
　
五

第
　
六

第
　
七

第
　
八五

大
澤
　
優
貴

羽
田
　
真
也

池
田
　
英
寿

田
中
　
栄

一

小
林
　
　
実

堀
　
由
比
子

吉
田
　
正
昭

降
旗
　
久
男

山
岸
宮
本
成
沢
中
澤

三
塚
　
　
清

金
子
　
厚
志

片
山
　
彩
子

松
沢
　
捷
朗

横
沢
　
玲
子

田
中
　
智
志

丸
山
　
幸
恵

上
田
　
　
洸

増
田
　
明
美

中
沢
　
悟
朗

武
石
　
郁
美

北
沢
　
利
文

春
日
ひ
ろ
み

田
中
　
文
章

松
尾
　
房
子

佐
藤
　
信
幸

土
木
書Б

安
全
モ:5

第 第 第 第 第 第 第 第 部

四 一 長エ
ハ七八

秦 上
原

竹
内

斉
木

孝
子

一 安 友 道 将 丈
隆 樹 由 義 雄 至 貢

防
犯
晋5

健
康
推
進
委
員

第

　

一

第
　
二

第
　
三

第
　
四

第
　
五

第
　
六

第
　
七

第
　
八

ふ
れ
あ
い
協
議
会

会
　
長

民
生
児
童
委
員

少
年
補
導
委
員

一
之
瀬
貴
文

西
田
　
洋
也

田
中
　
清
志

中
沢
　
守
人

高
地
　
健
治

田
中
　
友
昭

青
木
　
義
頼

長
島
　
好
雄

中
山
真
由
美

小
林
　
次
夫

北
沢
　
泰
彦

桑
原
　
　
晃

長
谷
部
孝
章

柳
沢
　
正
雄

滝
澤
　
恵
子

成
田
　
和
子

田
中
　
康
子

砥
石
　
嘉
子

藤
　
ひ
ろ
子

伊
藤
美
緒
子

小
松
　
奈
香

佐
藤
　
明
美

高
田
ふ
き
子

吉
原
　
貞
栄

田
中
け

い
子

山
岸
　
明
人

酒
井
　
　
泉

第 第 第 第 第 第 第 第

八 七 六 五 四 三 二 一

錘 吉 南
持 池

浩 敏 賢
崇 彦 二

第 第 第 第 第 第 第 第 部

八 七 六 五 四 三 二 一 長

自

=二
、
′ロ
△

==
費
審
議
河腱
=
員

青
少
年
健
全
育
成
会

会
　
長
　
　
　
　
新
海
　
雅
俊

福
祉
推
進
委
員
　
　
高
田
ふ
き
子

人
権
同
和
教
育
推
進
委
員
輿
水
　
勝
男

防
大
管
理
者
　
　
　
西
沢
　
信
義

消
防
委
員
　
　
　
　
西
沢
　
孝
夫

西
沢
　
俊
郎

墓
地
緑
地
管
理
委
員
会

委
員
長
　
　
　
　
田
中
　
和
穂

会
　
計
　
　
　
　
桜
井
　
　
伸

農
業
協
議
会

会
　
長

副
会
長

会
　
計

機
械
係

育
苗
係

中
澤
　
照
夫

西
澤
　
信
義

中
澤
　
俊

一

田
中
　
康
公

小
坂
井
浩
史

田
中
　
友
昭

営
農
推
進
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

会
　
計

六
ヶ
村
堰
管
理
組
合

理
　
事

監
　
事

水
門
係

二
ヶ
村
堰
管
理
組
合

組
合
長

監
　
事

精
穀
所
組
合

組
合
長

副
組
合
長

〈バ
　
　
卦劇

委
　
口貝

武
石

　

一
幸

田
中
　
智
志

根
木
　
賢
治

中
沢
　
章
匡

藤
松
　
太

一

田
中
　
智
志

滝
沢
　
寿
生

中
澤
　
和
彦

田
中
田
中
丸
山
尾
崎

Ｍ円

文
章
修
生
政
司

委
　
口貝
　
　
　
　
田
中

ク
　
　
　
　
　
田
中

ク
　
　
　
　
　
田
中

ク
　
　
　
　
　
西
澤

ク
　
　
　
　
　
関

監
査
委
員

（監
）
中
沢

監
査
委
員

（監
）
根
木

外
部
集
金
係
　
　
中
川

良
和
智
志
幸
子
康
雄
良
彦
伸
夫
賢
治明

田
中
　
忠
男

丸
山
　
正
幸

田
中
　
利
典

小
坂
井

一
彦

西
澤
　
　
誠

中
澤
　
正
利

土
屋
　
恵
嗣

山
岸
　
静
雄

中
澤
　
和
彦

笹
沢
　
琢
郎

中
沢
　
伸
夫

神
谷
　
博
継

田
中
　
智
志

山
崎
　
正
子

山
林
組
合

組
合
長

副
組
合
長

会
　
計

評
議
委
員

ク ク ク ク ク

監
　
事

（監
）

ク
　

（監
）

安
協
城
下
支
会
役
員

第
六
分
団

班
　
長

班
　
員

ク ク ク ク

竹 佐 砥 西 中 中
田 生 石 澤 沢 沢

岡l安 膳 政
慎 惇 志 隆 朗 彦
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睦壁三二三二重幽    (自治会長) ~
[隊 長]西 沢俊郎

24-0144

(副自治会長)(会計)
[副隊長]塚田吉和  中澤史典

23-9720      24-8057

(第 1副ブロック長) (第 2副ブロック長) (第 3副ブロック長) (第 4副ブロック長) (第 5副ブロック長) (第 6副ブロック長) (第 7副ブロック長) (第 8副ブロック長)
[隊 員]三塚 清  桜井三彦 長坂一夫

(総務部長)

羽田幸彦
25-3410

吉田正昭
26-4187

(公民館長)

中沢伸吉
27-6530

24-7613
一之瀬貴文 金井桂司
23-7163       21-0508

田中和好  村橋一男
090-2252-4850   26-647726-9838     25-8165

(防火管理者)

西沢信義
24-3667

平成28年度 中之条防災隊編成表
(敬称略・順不同)(1月 20日改訂)

匿ヨ菫菫班|  (公民館主事)
[班 長]五 十里勝美

24-4434
[班 員]〈ブロック長・班長〉

墜堕丞堕四 (防火管理者)

西沢信義
24-3667

丸山修生

27-8369

[班 長]

[副班長] 飯島 誠
22-5119

[班 員]〈出動できる自治会員〉

塵墨菫i董璧誼□    (公民館長)
[班 長]中沢伸吉

27-6530

(第 1ブロック長)

[副班長]宮 下和彦
27-2931

(第 2ブロック長)

小坂井晃
24-1836

(第 3ブロック長)

中村袈裟雄
090-6482-0446

(第 4ブロック長)

長谷部孝章
24-0031

(第 5ブロック長)

宮島一弘
23-1003

(第 6ブロック長)

有賀則行
24-1108

(第 7ブロック長)

飯島 誠
22-5119

(第 8ブロック長)

荒井正雄
25-9023

睦盤型壁[墨塑国 (生活環境部長)

[班 長]桜 井三彦
25-8165

(生活環境部員) (生活環境部員)
[副班長]藤 巻敏浩  荒井 勝

24-6112     25-2640

(ふれあい協議会長)(健康推進委員)
[班 員 ]高 田ふ き子 滝沢恵子

27-0528     21-7100

(生活環境部員)

大澤優貴
090-6796-2521

(健康推進委員)

成 田和子
24-9688

(生活環境部員)

羽田真也
27-3293

(健康推進委員)

伊藤美緒子
71-5118

(生活環境部員)

池田英寿
27-9067

(健康推進委員)

小松奈香
23-7810

(生活環境部員)

田中栄一
21-7568

(健康推進委員)

佐藤 明美
25-2758

(生活環境部員)

小林 実
24-8003

(生活環境部員)

堀 由比子
23-5569

[班 員]〈自治会員〉

塵皇1盤型四 (副館長)

輿水勝男
23-1483

(健康推進委員) (健康推進委員)
田中康子  砥石嘉子
25-1611     27-0215

(小中学校PTA)、

(もういい会)

小沢節子

27-3986

(青少年育成会長)

新海雅俊
23-2648

[班 長]

[班 員]

[班 員]

[副班長]

(健康推進委員)

藤ひろ子
23-7375

(公民館女性クラブ員)

墨堕:_二EL_塑」
[班 長]

[副班長]

[班 員]

[班 員]

(防犯部長)

一之瀬貴文
23-7163

(安全部長)

三塚 清
26-9838

(防犯指導委員)

西田洋也
24-4541

〈自治会員〉

(防犯指導委員)

田中清志
22-8341

(防犯指導委員)

中沢守人
55-9644

(防犯指導委員)

高地健治
24-6363

(防犯指導委員)

田中友昭
24-0892

(防犯指導委員)

青木義頼
21-6244

(防犯指導委員)

長島好雄
23-8234

(防犯指導委員)

中山真 由美
26-7618

塵壁董:璽□型口    (土本部長)
[班 長]吉 田正昭

26-4187

(土本部員) (土 本部員)
[副班長]降旗久男  山岸丈貢

23-5495    24-4198

[班 員]〈自治会員〉

(土本部員)

宮本将至
27-0549

(土本部員)

成沢道雄
22-8330

(土木部員)

中澤友義
27-0518

(土本部員)

上原安由
27-8426

(土本部員)

秦 一樹
25-0507

(土本部員)

竹内 隆
26-1324

L」菫」団壁L圃 上田消防署 119(緊急以外は26-0119)  上田警察署 110(緊急以外は22-0110)
上田市役所 22-4100   上田ガス 22-0454   中部電力上田営業所 22-1240

◎隊員をお願いした皆様には、有事の際、ご協力をよろしくお願い致します。
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公
民
館

春
風
も
吹
き
さ
わ
や
か
な
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
自
治
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
健
勝
に

て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
末
、
西
沢
俊
郎
自
治
会
長

よ
り
公
民
館
長
を
と
の
指
名
を
受

け
ま
し
た
。
私
と
し
て
は
公
民
館

活
動
と
し
て
、
地
区
の
自
治
委
員

は
何
度
か
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、

公
民
館
長
の
重
責
を
果
た
せ
る
か

心
配
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
幸
い

に
も
、
副
館
長
、
主
事
、
会
計
、

青
少
年
育
成
指
導
員
の
皆
様
が
快

く
引
き
受
け
て
頂
き
ま
し
た
の
で

心
強
く
安
心
で
き
ま
し
た
。
ま
た

今
年
度
の
、
自
治
会
役
員
の
皆
様

は
過
去
に
公
民
館
役
員
経
験
者
で

し
た
の
で
、
ご
指
導
を
頂
き
な
が

ら
今
年
度
の
公
民
館
活
動
を
公
民

館
役
員
と
力
を
合
わ
せ
、　
一
年
間

活
動
い
た
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

今
年
度
は
、
ス
ポ
ー
ツ
で
は
リ

オ
の
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
、
昨
年
話
題

い

て
中
沢
　
伸
吉

に
な

っ
た
ラ
グ
ビ
ー
等
の
選
手
の

活
躍
や
日
本
代
表
の
、
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
し
ま
た
文
化
面
で
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
で
真
田

一

族
の
活
躍
す
る

「真
田
丸
」
が
放

映
さ
れ
大
変
も
り
上
が
り
、
話
題

と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
、

生
島
足
嶋
神
社
の
御
柱
祭
が
行
わ

れ
ま
す
。
七
年
ご
と
に
行
わ
れ
る

大
祭
で
す
。
中
之
条
地
区
で
も
、

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
祭
等
が
計
画
さ

れ
、
地
域
の
活
性
と
区
民
の
皆
様

の
親
睦
を
目
的
と
し
て
活
動
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
人
権
講

座
、
人
権
同
和
教
育
、
青
少
年
成

懇
談
会
も
開
催
い
た
し
ま
す
。

区
民
の
皆
様
の
参
加
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
住
み
や
す
い
地
域

と
区
民
の
親
睦
を
進
め
教
養
豊
か

な
地
域
と
な
る
よ
う
、
公
民
館
役

員
、
各
ク
ラ
ブ
の
皆
様
と
協
力
し

一
年
間
の
活
動
計
画
を
推
進
い
た

し
ま
す
。
区
民
の
皆
様
の
ご
協
力
、

ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
行
事
予
定

◆
体
育
活
動

区
民
レ
ク
レ
ー
シ
∃
ン

マ
レ
ツ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

（５
月
）

区
民
球
技
大
会

　

　

（６
月
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

城
南
地
区
運
動
会

　

（１０
月
）

◆
文
化
活
動

道
祖
神
祭
り

（育
成
会
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

中
之
条
公
民
館

各
部
合
同
親
睦
会

（４
月
）

上
田
わ
っ
し
ょ
い

　

（７
月
）

ふ
る
さ
と
夏
祭
り

　

（８
月
）

し
い
の
み
園
合
同
文
化
祭（Ｈ
月
）

城
南
地
区
文
化
祭

　

（Ｈ
月
）

中
之
条
公
民
館

各
部
活
動
報
告

　

（Ｈ
月
）

◆
社
会
教
育
活
動

人
権
講
座
　
　
　
　
（６
月
）

青
少
年
健
全
育
成
懇
談
会（６
月
）

人
権
同
和
教
育
懇
談
会
（１０
月
）

平
成
二
十
八
年
度
役
員
及
び

運
営
委
員
紹
介

　

　

（敬
称
略
）

館
長
　
　
　
　
　
　
中
沢
　
伸
吉

副
館
長
　
　
　
　
　
輿
水
　
勝
男

主
事
　
　
　
　
　
　
五
十
里
勝
美

青
少
年
育
成
指
導
員
伊
沢
　
　
崇

主
事
補
佐
　
　
　
　
金
子
　
厚
志

自
治
委
員

第

一
ブ
ロ
ッ
ク
　
片
町
　
守
康

第
ニ
ブ
ロ
ッ
ク
　
高
橋
　
隆
太

第
三
ブ
ロ
ッ
ク
　
新
村
　
光
弘

第
四
ブ
ロ
ッ
ク
　
松
本
　
　
博

第
五
ブ
ロ
ッ
ク
　
青
沼
　
正
博

第
六
ブ
ロ
ッ
ク
　
士
口
原
　
弘
雅

第
七
ブ
ロ
ッ
ク
　
宮
坂
　
　
晃

第
八
ブ
ロ
ッ
ク
　
岩
崎
　
春
江

青
少
年
健
全
育
成
会
長新
海
　
雅
俊

Ｐ
Ｔ
Ａ
中
学
校
支
部
長岩
崎
　
日日
子

Ｐ
Ｔ
Ａ
小
学
校
支
部
長南
沢
　
茂
幸

ふ
れ
あ

い
協
議
会
長
高
田
ふ
き
子

◆
ク
ラ
ブ
長

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
立
岩
　
和
夫

容
２
７
１
９
７
２
５

民
謡
ク
ラ
ブ

足
立
　
敏
男

容
２
７
１
９
６
７
４

謡
曲
ク
ラ
ブ

田
中
　
忠
男

容
２
４
１
７
８
５
１

花
と
緑

の
会

西
澤
　
和
也

容
２
６
１
０
０
６
６

囲
碁
ク
ラ
ブ

桑
原
　
　
晃

容
２
４
１
０
９
１
９

カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
田
中
　
忠
男

神
谷
　
重
子

容
２
２
１
１
２
２
４

ふ
ら

・
ア
ロ
ハ

田
中
　
国
子

ａ
２
２
１
５
８
７
１

中
之
条
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ク
ラ
ブ

塚
田
　
士
口
和

ａ
２
３
１
９
７
２
０

各
ク
ラ
ブ
で
新
入
会
員
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
。
お
申
し
込
み
は

各
ク
ラ
ブ
長
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

中
之
条
誌
編
集
委
員
会
便
り

刊
行
会
長
　
　
田
中
正
雄

編
集
委
員
長
　
申
沢
　
賢

昭
和
五
十
年
代
に
今
は
故
人
と

な
ら
れ
た
小
坂
井
忠
男
、
中
澤
恵

太
、
西
澤
義
雄
、
中
澤
耕
造
な
ど

の
諸
氏
が
中
之
条
誌
刊
行
を
目
指

し
、
区
内
に
眠
る
文
書

ｏ
資
料
を

掘
り
起
こ
し
、
解
読
、
整
理
す
る

作
業
を
、
自
治
会
の
支
援
の
基
に
、

精
力
的
に
進
め
ま
し
た
。
私
共
二

人
も
若
輩
な
が
ら
そ
の
お
手
伝
い

を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
諸
先

輩
の
高
齢
化
が
進
み
、
我
々
も
自

分
の
仕
事
が
多
忙
と
な
り
い
つ
の

間
に
か
作
業
は
停
滞
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
自
治
会
は
上
田

市
の
わ
が
ま
ち
魅
カ
ア
ッ
プ
支
援

事
業
と
し
て
中
之
条
誌
刊
行
に
取

り
組
む
こ
と
を
企
画
し
、
私
共
が

そ
の
作
業
の
依
頼
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
を
契
機
に
以
来
五
年
、
先
輩

の
意
志
を
継
承
発
展
さ
せ
る
よ
う

本
年
度
完
成
を
目
指
し
て
作
業
を

進
め
て
参
り
ま
し
た
。

や
む
を
得
な
い
事
情
も
種
々
生

じ
作
業
は
必
ず
し
も
快
調
に
進
ん

で
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

幸
い
後
輩

・
新
人
の
方
々
が
多
忙

の
中
、
不
案
内
な
内
容
に
熱
心
に

取
り
組
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。

先
頃
市
よ
り
完
成
年
度
以
降
の

成
果
活
用
の
企
画
立
案
が
求
め
ら

れ
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
意
見
ご
要

望
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

．
藤
〓

も
S

い

い

会 容
2
4
|

7
8
5
1
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蠍
鉤
鰊
翻綾
仄
踪
・

日
頃
よ
り
宮
川
神
社
に
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

宮
川
神
社
は
由
緒
あ
る
神
社
と

し
て
、
以
前

に
も
度

々

「
千
曲

藻
」
に
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

親
鸞
上
人
が
越
後
か
ら
関
東

へ
向

わ
れ
る
途
中
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う

か
、
暫
く
宮
川
神
社
に
逗
留
さ
れ

布
教
活
動
を
さ
れ
た
と
の
こ
と
。

ま
た
、
上
田
原
の
合
戦
の
際
は

武
田
信
玄
の
必
勝
祈
願
、
或
い
は

戦
に
赴
く
村
人
の
武
運
長
久
を
祈

っ
て
の
奉
納
祈
願
な
の
か
、
騎
馬

武
者
の
型
を
し
た
十
二
体
の
御
幣

を
し
め
縄
に
取
付
け
た
神
願
綱
撚

り
が
今
に
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

今
年
も

一
月
十
日
に
立
派
な
神

縄
を
飾
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

初
詣
に
は
大
勢
の
方
々
が
参
拝

し
て
く
だ
さ
り
賑
わ
い
ま
し
た
。

お
宮
に
は
皆
さ
ん
が
馴
染
み
の
お

稲
荷
さ
ん
、
天
神
様
、
金
毘
羅
様

の
社
も
あ
り
ま
す
。
暑
い
夏
の
日
、

鎮
守
の
森
は
想
像
以
上
に
涼
し
さ

と
爽
や
か
さ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
も
出
掛
け
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

今
年
は
生
島
足
島
神
社
の

「御

柱
大
祭
」
の
年
で
す
。
中
之
条
で

も
前
回
の
例
に
倣

っ
て
、
四
月
十

七
日
の
本
大
祭
に
中
之
条
区
民
有

志
三
十
余
名
で
参
加
す
る
予
定
で

す
。宮
川
神
社
は
氏
子
会
に
よ

っ
て

護
持
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

昔
か
ら
地
域
住
民
の
氏
神
様
と
し

て
祭
ら
れ
、
中
之
条
の
歴
史
で
も

あ
り
文
化
遺
産
で
も
あ
―，
ま
す

こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
と
共
に
お

守
―，
し
た
い
と
思
い
ま
す
（）

氏
子
会
の
入
会
を
希
望
さ
れ
る

方
は
宮
係
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
宮
川
神
社
年
間
行
事

一
月
　
一
日
　
初
詣

一
月
　
九
日
　
定
期
総
会

一
月
　
十
日
　
神
願
の
綱
撚

二
月
十

一
日
　
初
午
祭

三
月
二
十
日

新
入
学
児
童
安
全
祈
願
祭

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
必
勝
祈
願
祭

四
月
九
～
十
日
　
春
祭
り

四
月
十
七
日

生
島
足
島
神
社

「御
柱
大
祭
」

十
月
八
～
九
日
　
秋
祭
り

十
二
月
十
八
日
　
大
祓
い

十
二
月
三
十

一
日
　
二
年
詣

平
成
二
十
八
年
度
　
宮
係

総
　
代

（宮
方
）
　

　

阿
部
二
郎

副
総
代

（六
工
南
）

山
岸
弘
明

会
　
計

（新
道
）
　

　

北
沢
憲
司

斎
田
係

（下
組
）
　

　

西
沢
健
司

研
修
係

（六
工
東
）
　

上
条
隆
男

会
計
係
顧
問

（上
組
）
斎
田
嘉
市

斎
田
係
顧
問

（下
組
）
関
　
和
義

◆
今
年
の

道
粗
神
の
様
子

１
月
３０
日
に
行
わ
れ
た
道
祖
神

の

一
部
を
写
真
で
紹
介

い
た
し
ま

す
。

総
代

『可
I:Б

ニ

ロ
ｐ

一

一
由
民

がたばってお当番

しました～。

沢止|の人があなりに来

てくれました。

公
民
館
の
設
備
紹
介

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
会
館
の
玄
関

に
は
、
も
し
も
の
場
合
に
役
に
立

つ
機
器
が
備
わ

っ
て
い
ま
す
。

Ａ

Ｅ

Ｄ

（
自
動
体

外
式
除
細

動
器
）
小
型
の

器
械
で
、

裸
の
胸
の

上
に
貼

っ

た
電
極
の

つ
い
た
パ

ッ
ド
か
ら

自
動
的
に
心
臓
の
状
態
を
判
断
し
、

も
し
心
室
細
動
と
い
う
不
整
脈
を

起
こ
し
て
い
れ
ば
、
電
気
シ
ョ
ッ

ク
で
、
心
臓
の
状
態
を
正
常
に
戻

す
機
能
を
持

っ
て
い
ま
す
。

器
械
の
電
源
を
入
れ
れ
ば
音
声

が
使
い
方
を
順
に
指
示
し
て
く
れ

る
の
で
、
誰
で
も
こ
の
器
械
を
使

っ
て
救
命
活
動
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

発
電
機
小
型

の
発
電

機
で
す
。

非
常
時

は
も
ち

ろ
ん
で

す
が
自

治
会
、
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
行
事
で
必

要
が
あ
れ
ば
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

鋏訃郵舜|:

機
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何
か
い
つ
も
と
違
う
な
、
車
で

通

っ
た
時
に
見
慣
れ
た
は
ず
の
風

景
に
違
和
感
を
覚
え
ま
し
た
。
古

舟
橋
か
ら
中
之
条
の
信
号
ま
で
続

く
古
舟
通
り
の
街
路
樹
が
撤
去
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
木
々

が
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
教
え
て

く
れ
た
り
、
夏
の
暑
い
と
き
に
は

木
陰
を
作

っ
た
り
と
す

っ
か
り
な

じ
ん
で
い
る
風
景
で
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
木
々
の
た
め
に
歩
道
が

狭
く
車
イ
ス
な
ど
の
通
行
に
は
不

便
で
あ
り
、
ま
た
落
ち
葉
も
片
づ

け
が
大
変
で
も
あ
り
ま
し
た
。
鬱

蒼
と
し
て
い
た
木
々
が
な
く
な

っ

た
風
景
は
ま
だ
見
慣
れ
な
い
も
の

で
す
が
、
光
が
多
く
解
放
感
が
あ

り
新
鮮
に
感
じ
ま
す
。
今
後
、
赤

坂
の
交
差
点
ま
で
伐
採
が
す
す
み

徐
々
に
景
色
が
変
わ
る
よ
う
で
す
。

車
で
通
る
時
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の

時
、
あ

の
通
り
を
通
る
た
び
に

木
々
の
あ
る
景
色
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
目
に
焼
き
付
け
て
お
こ
う
と

思

っ
て
ま
す
。

編
集
委
員

羽
田
　
幸
彦

小
坂
井
　
晃

長
坂
　
一
夫

村
橋
　
一
男

宮
下
　
和
彦

中
村
袈
裟
雄

田
中
　
和
好


